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図 1 活動当日の様子（左は参加学生） 
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 2017 年 4 月にピア・サポーター募集の告知及び希望者への説明を行い，5 月から質問受付を開始し








































前稿（[1]）第 2 章第 1, 4 節を参照いただきたい．本項で当アンケートを利用する意図は，本制度への
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質問利用者数が限られていたことに対する要因が，当アンケート結果から考察され得ると考えたから
である． 
 [2] では，本学学生は少なくない割合で「（数学の学習に）困っている」と回答した．実際，1 年生で
あれば 4 割，全学であれば 2 割弱の学生が，「（数学の学習に）困っている」と回答した（[2, Q. 3]）．数学
に限定しなければ，全学約 6 割の学生が，「（学習において）困っている」と回答した（[2, Q. 2]）．しかし，
「（数学の学習に）困っている」と回答した全学年合計 18 名は，ピア・サポーターによる質問受付を利
用したことがなかった（[2, Q. 3 での補助設問]）．以下では，[2] を下に「本制度の質問受付利用者が限ら
れていた理由」を推測したい．それを踏まえて，最終項においてまとめと今後の課題を述べる． 
 本学ラーニング・コモンズ「わくラボ」には，学習全般の相談役として「学習コンシェルジュ」で





 まず，「学習コンシェルジュを利用していない理由（Q. 5）」への回答では，約 7 割の学生が「（教員・
先輩・同級生・自分自身等）何かしらの解決手段を持っている」と回答している．次に，「わくラボを利用
していない理由（Q. 10）」への回答では，最も多い回答（49%）として「利用機会がない」があげられて










 また，類似の現象は，図書館利用についても発生していることが窺える．実際，平成 29 年度稚内












































 調査目的: 本学における ICT利用教育の現状と教員の意識を知る 
 調査時期: 2017年 12月 
 調査対象: 本学専任教員 23名 
 回答者数: 11名 (回収率 47.8 %) 
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 質問紙の設問の構成は以下のとおりである． 
1. ご自身の普段の ICT機器ご利用環境について 
2. LMS のご利用について 
3. 電子黒板のご利用について 
4. その他 ICT機器(PC・タブレット等)のご利用について 
5. 効果と課題について 









 自分の PCを持っているか否かで色々別れる気がします．学力的にも経済的にも 


































第一に，PC などの ICT 機器を導入する際の基本情報の提示である．ICT のハードウェアに習熟し
ていない学生にとっては，どのくらいの機能をもつ機器であれば自分の目的に適うのか理解しにくい．
そのため，学生に ICT 機器購入のガイドラインを提示し，経済的に余裕のある学生に対して ICT 機
器の購入を促す． 
第二に，スマートフォンやタブレットPCでも活用可能な ICT利用教育環境の導入することである．
例えば，本学で導入している LMS のソフトウェアである Moodle には，スマートフォンで利用でき
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 本稿第 2 章第 3 節における研究は，平成 29 年度稚内北星学園大学地域志向教育研究経費「稚内北星
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In this paper and the previous one ([1]), we report on some practical examples conducted by the faculty staff of the 
learning commons of Wakkanai Hokusei Gakuen University, Wakhok Media Lab (referred to as “Wak-Lab”) in 
FY 2017. In the previous paper, we focused on its fundamental perspective, while in this paper three applied 
attempts will be discussed. In particular, “Collaborative Subjects with Student Concierge”, “Math Peer Supporter 
System” and “An education using ICT”. This paper is a result of “brainstorming try and error” centered on the 
above three attempts by the faculty staff of Wak-Lab.   
